
各案件に対する討論の原稿は、議員が作成しています。

　

11
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
予

算
特
別
委
員
会
（
片
山
か
お
る
委
員

長
）
に
付
託
し
、
12
月
14
日
の
委
員

会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
民
間

保
育
所
等
の
衛
生
用
品
の
購
入
等
に

必
要
と
な
る
経
費
を
定
員
数
に
応
じ

て
、
１
施
設
ま
た
は
１
事
業
当
た
り

30
万
円
か
ら
50
万
円
ま
で
を
限
度
に

補
助
す
る
民
間
保
育
所
等
の
感
染
症

対
策
事
業
補
助
金
を
含
む
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
要
す

る
経
費
」（
４
千
526
万
７
千
円
）、
小

金
井
第
一
小
学
校
に
お
い
て
、
令
和

４
年
度
か
ら
学
級
数
の
増
加
に
伴
い
、

校
舎
内
の
教
材
室
等
を
普
通
教
室
と

し
て
活
用
す
る
た
め
、
西
倉
庫
の
屋

上
防
水
、
外
構
・
内
装
等
の
改
修
工

事
を
行
う
「
学
校
施
設
整
備
に
要
す

る
経
費
」（
990
万
円
）、
小
金
井
第
一

小
学
校
、
小
金
井
第
三
小
学
校
及
び

東
小
学
校
の
学
級
数
増
加
に
伴
い
、

特
別
教
室
等
を
普
通
教
室
と
し
て
活

用
す
る
た
め
、
間
仕
切
壁
、
内
装
、

電
気
配
線
等
の
改
修
工
事
等
を
行
う

「
学
校
施
設
維
持
管
理
に
要
す
る
経

費
」（
２
千
175
万
４
千
円
）、
小
金
井 

宮
地
楽
器
ホ
ー
ル
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
の
、
令
和
３
年
度
の
臨
時
休
館
、

定
員
制
限
に
伴
う
利
用
料
金
の
減
額

及
び
キ
ャ
ン
セ
ル
に
よ
る
損
失
等
を

補
償
す
る
「
芸
術
文
化
施
策
に
要
す

る
経
費
」（
978
万
１
千
円
）
な
ど
で

す
。

　

12
月
22
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、

原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

た
ゆ
久
貴
（
日
本
共
産
党
）

学
校
の
教
室
確
保
整
備
に
つ
い
て

は
、
複
合
化
な
ど
の
検
討
も
含
め
て

適
切
に
行
う
こ
と
を
求
め
る
。

財
政
調
整
基
金
は
今
回
の
取
崩
し

で
、
５
年
後
の
令
和
８
年
度
の
残
高

が
１
億
円
に
な
る
と
い
う
危
機
的
状

況
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

今
後
、
更
な
る
公
共
施
設
整
備
や
市

民
生
活
支
援
な
ど
が
必
要
で
あ
り
、

新
庁
舎
等
建
設
に
123
億
円
も
費
や
そ

う
と
し
て
い
る
こ
と
が
市
財
政
を
圧

迫
し
、
市
民
生
活
支
援
と
両
立
で
き

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

水
上
洋
志
（
日
本
共
産
党
）

オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
出
現
す
る
な
ど
、

「
第
６
波
」
に
備
え
る
必
要
が
あ
る
。

感
染
抑
止
の
た
め
に
は
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
安
全
に
進
め
、「
大
規
模
・

頻
回
・
無
料
」
の
検
査
体
制
を
確
立

し
、
早
期
に
無
症
状
の
感
染
者
を
発

見
、
隔
離
し
、
早
期
に
治
療
し
て
重

症
化
を
招
か
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
そ
の
た
め
、「
い
つ
で
も
、
誰

で
も
、
無
料
で
」
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
し
、
職
場
、
学
校
、

保
育
所
な
ど
で
の
自
主
検
査
を
大
規

模
か
つ
無
料
で
行
え
る
よ
う
に
、
国

が
補
助
を
行
う
こ
と
は
当
然
で
あ
り
、

賛
成
す
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

森
戸
よ
う
子
（
日
本
共
産
党
）

自
分
た
ち
の
財
産
を
買
収
さ
れ
、

人
生
設
計
も
変
わ
る
重
大
な
事
業
に

つ
い
て
、
都
市
計
画
決
定
の
建
設
大

臣
（
当
時
）
の
署
名
が
な
い
と
い
う

不
完
全
な
状
況
で
進
め
ら
れ
て
い
る

根
拠
を
示
し
て
、
市
議
会
に
調
査
を

求
め
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
公
文

書
管
理
法
に
は
、
公
文
書
は
、
国
等

の
歴
史
的
事
実
の
記
録
で
あ
る
と
位

置
付
け
、
健
全
な
民
主
主
義
の
根
幹

を
支
え
る
国
民
共
有
の
知
的
資
源
で

あ
り
、
国
等
の
有
す
る
そ
の
諸
活
動

を
現
在
及
び
将
来
の
国
民
に
説
明
す

る
責
務
が
あ
る
と
述
べ
て
お
り
、
市

が
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
あ
る
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

片
山
か
お
る
（
市
民
カ
エ
ル
）

本
陳
情
は
、
３
・
４
・
１
号
線
、

３
・
４
・
11
号
線
の
都
市
計
画
決
定

の
正
当
性
に
も
大
き
く
関
わ
る
。
そ

の
１
は
、
議
会
が
調
査
・
確
認
し
、

結
果
を
広
く
公
表
。
２
は
、
行
政
が

調
査
・
確
認
し
、
問
題
が
あ
れ
ば
基

本
計
画
策
定
や
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
改
定
を
慎
重
に
。
３
は
、
議

会
が
調
査
し
、
都
に
３
・
４
・
11
号

線
の
計
画
の
見
直
し
を
求
め
、
４
は

行
政
に
調
査
と
見
解
の
表
明
を
求
め
、

５
は
、
議
会
の
調
査
で
問
題
が
判
明

す
れ
ば
国
等
に
意
見
書
を
送
る
こ
と

を
求
め
て
い
る
。
決
定
過
程
に
疑
義

が
生
じ
て
い
る
こ
と
は
確
か
な
事
実
。

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第１２回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第１３回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和３年度小金井市国民健康保険特別会計補正予算（第３回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

令和３年度小金井市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 予 原案可決

小金井市下水道条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 建 原案可決

東小金井事業創造センターの指定管理者の指定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 可　決

小金井市会計年度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

小金井市清掃関連施設整備工事請負変更契約について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 可　決

令和３年度小金井市一般会計補正予算（第１４回） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 即 原案可決

○：賛成　×：反対　△：退席　－：欠席（病気療養）　議：議長（原則、採決には加わらず）
議
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果
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11
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
影

響
が
長
期
化
す
る
中
で
、
そ
の
影
響

に
よ
り
苦
し
ん
で
い
る
子
育
て
世
帯

を
支
援
す
る
た
め
、
高
校
生
ま
で
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
対
す
る
適
切

な
配
慮
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
、

児
童
手
当
の
受
給
者
等
に
対
し
て
、

児
童
１
人
当
た
り
５
万
円
を
支
給
す

る
「
子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
に
要
す
る
経
費
」（
７
億

６
千
335
万
７
千
円
）
の
ほ
か
、
清
掃

関
連
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て
工
期

の
延
長
に
伴
う
諸
経
費
の
増
額
の
た

め
、
債
務
負
担
行
為
と
し
て
、
令
和

４
年
度
ま
で
、
清
掃
関
連
施
設
整
備

設
計
施
工
監
理
委
託
料
は
１
千
159
万

４
千
円
、
清
掃
関
連
施
設
整
備
工
事

は
７
億
９
千
237
万
円
の
限
度
額
設
定

を
行
う
も
の
で
す
。

同
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
委

員
会
付
託
を
省
略
し
て
審
査
を
行
い

ま
し
た
。

本
条
例
は
、
東
京
都
に
準
じ
、
会

計
年
度
任
用
職
員
の
期
末
手
当
の
年

間
支
給
月
数
を
０
・
１
月
引
き
下
げ
、

２
・
４
月
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

同
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

11
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

本
条
例
は
、
東
京
都
人
事
委
員
会

勧
告
等
を
踏
ま
え
、
職
員
の
期
末
・

勤
勉
手
当
の
年
間
支
給
月
数
を
０
・

１
月
（
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、

０
・
05
月
）
引
き
下
げ
、
４
・
45
月

（
再
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
２
・

35
月
）
に
改
定
す
る
も
の
で
す
。

同
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

12
月
22
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、

委
員
会
付
託
を
省
略
し
て
審
査
を
行

い
ま
し
た
。

補
正
予
算
の
内
容
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け

た
世
帯
等
を
支
援
す
る
「
住
民
税
非

課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給

付
金
給
付
に
要
す
る
経
費
」（
17
億

７
千
724
万
３
千
円
）
及
び
「
子
育
て

世
帯
へ
の
臨
時
特
別
給
付
金
に
要
す

る
経
費
」（
７
億
６
千
104
万
１
千
円
）、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

と
し
て
の
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す
る
経
費
」

（
５
億
５
千
777
万
２
千
円
）、
現
在

実
施
中
の
マ
イ
キ
ー
Ｉ
Ｄ
の
設
定
支

援
窓
口
の
設
置
期
間
を
令
和
４
年
３

月
末
ま
で
延
長
す
る
「
住
民
基
本
台

帳
事
務
に
要
す
る
経
費
」（
276
万
２

千
円
）
で
す
。

同
日
の
本
会
議
で
は
、
起
立
採
決

の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
、
原
案

の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

賛
成
討
論
（
要
旨
）

�

渡
辺
ふ
き
子
（
公
明
党
）

始
め
に
、
補
正
予
算
第
13
回
で
は
、

小
金
井
第
一
小
学
校
に
お
け
る
増
改

築
基
本
計
画
策
定
支
援
委
託
料
に
係

る
債
務
負
担
行
為
、
小
学
校
の
学
級

数
増
に
対
応
す
る
た
め
の
施
設
修
繕

費
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
以
降
も
不

足
の
事
態
が
生
じ
な
い
よ
う
取
り
組

む
こ
と
を
求
め
る
。
第
14
回
で
は
、

子
育
て
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
10
万

円
の
一
括
支
給
を
評
価
す
る
。
ま
た
、

生
活
困
窮
者
や
家
計
急
変
世
帯
へ
の

給
付
金
10
万
円
支
給
な
ど
、
市
民
の

命
と
暮
ら
し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
と
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
予

算
で
あ
り
賛
成
す
る
。

な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
、
設
計
の
見
直
し
を
求
め
る

も
の
で
あ
る
。

審
議
し
た
主
な
議
案

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
13
回
）

小
金
井
市
都
市
計
画
の
決
定

過
程
に
問
題
が
な
い
か
調
査

を
求
め
る
陳
情
書
（
そ
の
１
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
に

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
拡
充
を

求

め

る

陳

情

書

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
12
回
）

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

令
和
３
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
14
回
）

小
金
井
市
会
計
年
度
任
用
職

員
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び

期
末
手
当
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
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